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研究成果の概要（和文）：本研究では盲児のために、VR(Virtual Reality)技術を利用して，生き物の動きや変
化を教えるシステムを構築，すなわち、オタマジャクシがカエルに変化する過程を、時間を追って安全に盲児に
教えることができるような、触覚のみで動的に形態変化の認識を行えるシステムを構築することを目的とした．
そのための構成要素として「触覚提示」と「トラッキング」の要素が必要であり，それらの実現を含め，（１）
触覚提示のインタフェース開発 （２）ポータブルなトラッキンク手法の確立（３）動的な形状のモデリングに
関連した研究を実施した．
以上の要素によってシステムを試作し，実際にテストを行うことで有効性を確認できた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we used VR (Virtual Reality) technology to build a system 
that teaches the movements and changes of creatures for blind children. The purpose was to construct
 a system that can dynamically recognize morphological changes only by touch for the education. The 
elements of "tactile presentation" and "tracking" are necessary as components for the purpose, and 
including their realization, (1) Development of tactile presentation interface (2) Establishment of 
portable tracking method (3) Dynamic shape modeling. 
The effectiveness was confirmed by prototyping the system based on the above factors and actually 
testing it.

研究分野： 機械工学

キーワード： 視覚障害者　Virtual Reality　触覚

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
盲児は生き物の大きさや形は静的には模型を製作し触ることができるが、成長による生き物の形態変化の学習は
難しい．動的に形状や大きさが変化する模型を個々に作成するのは、時間的にもコスト的にも現実的とは言えな
かった．
本研究ではVR技術を触覚に応用して生き物の動きや変化を触覚で教えるシステムを構築し、触覚のみで動的に形
態変化の認識を行えるシステムの基礎を構築することができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
盲児は生き物に触ることができない。なぜなら、生き物の把握ができないからである。生き物の
大きさや形は静的には模型を製作し触ることができるが、 
花（種を植える→芽が出る→芽が出る→花が咲く→種ができる） 
かえる（オタマジャクシ→足が出る→手が出る→しっぼがなくなる→カエルになる） 
など成長による生き物の形態変化は今までに盲児に対する教育が行われていない。動的に形状
や大きさが変化する模型を個々に作成すればそういった教育も可能であるが、教育対象の数だ
け模型を作成しなければならず、時間的にもコスト的にも現実的とは言えない。 
 
２．研究の目的 
本研究ではこのような盲児のために、VR 技術を触覚に応用して生き物の動きや変化を触覚で教
えるシステムを構築する。すなわち、オタマジャクシがカエルに変化する過程を、時間を追って
安全に盲児に教えることができるような、触覚のみで動的に形態変化の認識を行えるシステム
を構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
一般の VR システムは視覚情報への依存が大きいが、本研究ではそれに代わるものとして触覚提
示が重要になる。基本的にユーザに対して与えられるのは触覚と聴覚のみであるため，限られた
感覚チャンネルを用いてリアリティを感じさせるものにする必要がある．一般の VR システムで
もリッチな触覚提示インタフェースを持つものが多いが、本システムではゲームを作成するわ
けではないので、過度のリアリティは不要であり、むしろ過度の刺激は盲児に疲れを感じさせる。
また、触覚提示の装置が過大になると、身体に装着するデバイスも多くるため、できるだけ簡便
な装置で、必要十分な触覚提示を行なう必要がある。そのための触覚提示のインタフェース装置
の開発を行う。 

 
４．研究成果 
VR(Virtual Reality)技術を利用するための構成要素として「触覚提示」と「トラッキング」の
要素が必要であり，それらの実現を含め，下記のポイントに関連した研究を実施した． 
（１）触覚提示のインタフェース開発：盲児が個々に使用できるように，できるだけ簡便な装置
で、必要十分な触覚提示を行なう必要がある。そのための触覚提示のインタフェース装置の開発
を行った．サーボモータを用いた触感の再現機構や，小型モータを用いた振動機構など，いくつ
かの機構を試作した． 

（２）ポータブルなトラッキンク手法の確立：机上で個々に使用できるように，なるべく小型の



装置によりトラッキングを行うものとした．いくつかのアイディアを検討したが，今年度は昨年
度作成の画像キャプチャを応用したカメラ応用のセンサに加え，VR ゴーグルに内蔵のトラッカ
を試用し，基礎データを得た． 

（３）動的な形状のモデリング：静的に形状を提示するだけでなく，動的に形状を提示する場合
には，その形状を生成するシステムが，変形やサイズの変更に柔軟に対応できるものでなくては
ならない．昨年度の静的な形状提示に加え，順次形状を変化させる準動的な形状提示を試み，基
礎評価を行った． 

（４）評価：以上の要素によってシステムを試作し，実際に何名かの被験者の協力を得てテスト
を行うことができた。 
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